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山頂付近から
静岡市方面の眺望

山頂の休憩所

山頂付近から
大崩の尾根と

志太平野の眺望
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花沢山コース （花沢の里～日本坂峠～花沢山～かんぽ）
日本坂峠経由で花沢山にのぼり、大崩の尾根沿いをくだるコース。

行程が長く険しい箇所もありますが、山腹から富士山や志太平野が望めます。
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